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( 2 )教 材について

岳こ置科暑景暑雪督と言言ヨ雪暑骨暑
詔森盆言ご啓岳桑号増r督倉是墨藻喜岳

よ、文章全体が 「は1じめ」 「なか」 「おわ
り」の 3つ の形式で述べ られてお り、さらに 「なか」には、 3つ のお祭 りが例
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( 4 )本 単元の指導の系統
       解 を生かした表現活動 による学習展開に重11月 単元では、説明的文章の読|

点 を置いている。 2年 1 1月 では、調べたことをクイズ形式にして発表 した。
本単元では、調べたことを整理 して表現する。そ して、 4年 1 1月 の調べた情
報を整理 して発表 し合 う学習 に発展する。

2 年 1 1 月
「ビユパ ーの大工事」

↓

3 年 6 月
「自然のか くし絵」 本単元

3 年 2 月
「もうどう式の訓練」

3  単 元の目標

ず〇お崇 りや行事た関心を持ち、進んで学習に取 り組もうとする。    ト
…

  〔 1関心 ,意欲 ・態度)
◎文章の要点をおさえながら書かれてい る内容をまとまりごとに正 しく読むことがで

きる。 i                      (読 む)
0「 お祭 り事てん」を読んだ穂想や友達のよい点を相手にわか りやす く伝えることが

できる。 ・ ,           i… 1      (話 す 。岡 く)
①講ぺたことを整理して:、亭てんにわかりやす

｀
く書くことができる。

1  (書 く)
O段 落相互 のi関係 を とらえ、文章 全体が どのように組み立て られて いるか理解するこ

:十 とがで きiる。      i               (言 語事項 )  ・
i    [

4 単 元 の評 価規準    IT

観 点  1 評価規準

国語 へ の関心 ・意
欲 ・態度

自分の作る 「お祭 り事てん」に関する材料 を教科書や他の資
料から積極的に集めようとしている。
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5  単 元 の指導 と評価 の計画 ( 1 9時 間 )

段 階 時 間 主な学習活動 指導上の留意点 `支 援 具体的評衛紀準(評闘方法)
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6  本 時の指導 (6 / 1 9 )
( 1 )授 業の構想     i】
   本 時 の指導では、本文 に書かれてい

!る
大切な文や語句に着 目させなが ら、秋田

県刈和野のつな引きが紹介されている段落を、 4つ のまとま りに分 けさせていき
たい。その際、より内容の理解を図るために、挿絵や半具体物などを取 り入れて
いきたい。また、発表する児童が固定化していたり、なかなか手が挙がらなかっ｀

  た りした場合は、グループで話し合わせるなどして、どの児童も意i欲的に学習に
1  参 加で きるようにしたい。 '

:学 習の手順や内容理解 をわか りやすくするためにワークシー トを準備する。

(2)本 時の目標                  i             i
【読】秋 田県刈和野のつな引きが紹介されている段落を 「あらまし」 「準備」 「

つな引きの様子」 「由禾」の 4っ のまとまりに分け、内容を正.しく読み取る
ことがで きる。

(3)展 開

段 階 学習活動 支 援 評価 (方法) 準備物
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分の考えを発表し合い、内容々
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